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毎
年
、
八
月
に
な
る
と
、
東
京
で
も
各
地
の
町
内
会
を
中
心
に
夏
祭
り
が
行
わ
れ
る
。

商
店
街
に
焼
ソ
バ
や
カ
キ
氷
な
ど
の
露
店
が
出
て
賑
わ
い
、
盆
踊
り
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

を
迎
え
る
。 

 

私
は
生
来
お
祭
り
の
人
ご
み
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
が
、
亡
き
妻
は
お
祭
り
大
好
き

オ
バ
サ
ン
だ
っ
た
。
夏
祭
り
と
も
な
る
と
、
自
分
だ
け
で
な
く
娘
た
ち
に
も
浴
衣
を
着
せ
、

進
ん
で
盆
踊
り
の
輪
の
中
に
入
っ
た
。
こ
の
気
質
は
、
海
外
駐
在
の
と
き
も
例
外
で
は
な

か
っ
た
。 

 

一
九
七
七
年
、
ド
イ
ツ
に
駐
在
し
た
私
た
ち
一
家
五
人
は
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
郊
外

の
小
さ
な
町
に
居
を
定
め
た
。「
ド
レ
ス
デ
ナ
ー
・
シ
ュ
ト
ラ
ッ
セ
（
ド
レ
ス
デ
ン
通
り
）」

二
十
三
番
地
、
周
囲
は
ド
イ
ツ
人
ば
か
り
で
日
本
人
は
い
な
い
。 

 

赴
任
す
る
前
か
ら
テ
レ
ビ
の
教
育
番
組
で
ド
イ
ツ
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
妻
は
、

早
速
近
く
の
、
誰
で
も
行
け
る
国
民
高
等
学
校
で
ド
イ
ツ
語
の
猛
特
訓
に
挑
戦
。
翌
年
、

四
女
を
出
産
し
た
が
学
校
を
辞
め
な
か
っ
た
。 

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
を
背
中
に
負
ぶ
っ
て
通
い
続
け
、
一
年
余
り
で
日
常
会
話

を
マ
ス
タ
ー
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
な
る
と
、
女
は
強
い
。
三
人
の
娘
を
従
え
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
押
し
な
が
ら
街
中
を
闊
歩
す
る
肝
っ
玉
母
さ
ん
の
存
在
感
が
近
所
で
認
め
ら
れ
て

き
た
。 

一
九
八
〇
年
の
夏
、
ド
レ
ス
デ
ン
通
り
の
町
内
会
で
夏
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ド
イ
ツ
人
は
、
元
々
お
祭
り
好
き
だ
。
夏
に
は
各
地
で
フ
ェ
ス
ト
が
開
か
れ
る
。
フ

ェ
ス
ト
の
定
番
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
ビ
ー
ル
。
そ
れ
と
お
喋
り
だ
。
日
本
的
な
お
祭
り
感

覚
は
な
い
。 

こ
の
企
画
に
新
参
の
フ
ラ
ウ
・
ナ
カ
ム
ラ
が
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
た
。 

「
お
祭
り
な
ら
パ
ッ
と
や
り
ま
し
ょ
う
。
私
が
提
灯
と
花
火
を
手
配
し
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル

の
設
営
な
ど
は
皆
さ
ん
で
お
願
い
し
ま
す
」 

 

覚
え
た
ば
か
り
の
ド
イ
ツ
語
で
説
明
し
、
皆
の
賛
同
を
得
た
。
隣
人
で
銀
行
員
の
ス
テ

マ
ー
氏
が
渉
外
担
当
を
買
っ
て
出
た
。 

 

ド
イ
ツ
で
は
屋
外
で
花
火
を
や
る
の
に
消
防
署
の
許
可
が
必
要
だ
。
つ
い
で
に
、
ド
レ

ス
デ
ン
通
り
を
一
部
通
行
止
め
に
す
る
許
可
も
警
察
か
ら
も
ら
っ
た
。
役
所
と
の
折
衝
は

ス
テ
マ
ー
氏
の
仕
事
だ
。 

妻
は
、
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
「
日
本
館
」
か
ら
提
灯
一
式
を
借
り
出
し
、
赴
任
時
に
持
参

し
た
花
火
を
揃
え
て
準
備
万
端
整
え
る
。 

「
ド
レ
ス
デ
ナ
ー
・
フ
ェ
ス
ト
」
と
名
付
け
ら
れ
た
、
お
祭
り
の
日
が
や
っ
て
き
た
。 

 

通
行
止
め
に
し
た
ド
レ
ス
デ
ン
通
り
に
は
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
、



 2 / 3 

 

テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
な
ど
が
並
べ
ら
れ
た
。
料
理
は
各
家
庭
か
ら
の
持
ち
寄
り
だ
が
、
妻
は

大
量
の
巻
き
寿
司
を
作
っ
た
。 

 
昼
頃
か
ら
人
が
集
り
始
め
、
や
が
て
八
世
帯
、
三
十
人
ほ
ど
が
集
合
し
た
。
子
供
た
ち

は
、
親
か
ら
離
れ
て
子
供
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
四
女
の
康
子
も

仲
間
に
入
り
た
い
の
か
、
自
分
か
ら
子
供
の
グ
ル
ー
プ
に
近
づ
い
て
い
く
。
大
人
た
ち
は

思
い
思
い
の
椅
子
に
腰
を
掛
け
、
適
当
な
相
手
に
話
し
か
け
る
。 

 

ド
イ
ツ
人
の
お
喋
り
は
延
々
と
続
く
。
ド
イ
ツ
語
が
苦
手
の
私
は
、
お
喋
り
は
妻
に
任

せ
て
ス
ナ
ッ
プ
の
撮
影
に
ま
わ
る
。
退
屈
す
れ
ば
、
ト
イ
レ
に
立
つ
振
り
を
し
て
、
自
宅

で
本
を
読
む
の
も
よ
い
。
そ
の
点
、
戸
外
の
パ
ー
テ
ィ
は
何
を
す
る
の
も
自
由
だ
。 

通
り
の
外
れ
の
空
き
地
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
フ
リ
ス
ビ
ー
で
遊
ん
で
い
る
。
サ
ッ
カ

ー
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
る
男
の
子
も
い
る
。
我
が
家
の
娘
た
ち
は
縄
跳
び
を
ド
イ
ツ
人
に

教
え
て
い
る
。
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
。
ド
イ
ツ
の
夏
は
日
が
長
い
。
よ
く
飲

み
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
遊
び
、
よ
く
喋
っ
て
も
一
向
に
陽
が
暮
れ
な
い
。 

午
後
九
時
、
陽
が
沈
み
、
辺
り
が
薄
暗
く
な
る
の
を
待
ち
か
ね
て
、
提
灯
に
灯
が
点
る
。

我
が
家
の
玄
関
が
開
い
て
、
何
時
の
間
に
着
替
え
た
の
か
、
浴
衣
姿
の
妻
が
手
に
ラ
ジ
カ

セ
を
提
げ
て
出
て
き
た
。 

テ
ー
ブ
ル
に
置
い
て
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
「
炭
坑
節
」
が
流
れ
る
。
妻
が
先
頭
に

立
ち
、
盆
踊
り
が
始
ま
る
。
後
に
続
く
オ
ジ
サ
ン
、
オ
バ
サ
ン
も
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
で

妻
を
真
似
て
踊
る
。
更
に
、
そ
の
後
ろ
に
は
子
供
た
ち
が
続
く
。
通
り
に
大
き
な
輪
が
で

き
た
。 

 

盆
踊
り
が
終
わ
る
と
、
ロ
ッ
ク
音
楽
の
テ
ー
プ
が
手
渡
さ
れ
、
ビ
ー
ト
の
効
い
た
派
手

な
曲
に
変
わ
る
。
盆
踊
り
の
輪
が
解
け
、
二
人
ず
つ
向
き
合
っ
て
ロ
ッ
ク
を
踊
り
だ
す
。

ド
レ
ス
デ
ン
通
り
が
野
外
デ
ィ
ス
コ
と
化
し
た
。
妻
も
浴
衣
姿
で
腰
を
ひ
ね
り
、
娘
た
ち

も
見
よ
う
見
ま
ね
で
器
用
に
身
体
を
動
か
す
。 

 

デ
ィ
ス
コ
の
後
は
花
火
。
ド
イ
ツ
で
は
家
庭
で
花
火
を
楽
し
む
習
慣
は
な
い
。
明
る
い

炎
が
飛
び
出
す
度
に
歓
声
が
上
が
り
、
若
者
が
燃
え
る
花
火
を
手
に
走
り
出
す
。
子
供
た

ち
は
線
香
花
火
の
小
さ
な
火
が
作
る
松
葉
や
柳
に
目
を
輝
か
せ
る
。 

夜
の
十
時
、
子
供
た
ち
に
は
就
寝
の
時
間
だ
。
母
親
に
導
か
れ
て
一
斉
に
引
き
揚
げ
る
。

大
人
た
ち
は
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
、
お
喋
り
の
再
開
だ
。
空
に
は
満
天
の
星
。
ド
レ
ス
デ

ン
通
り
の
フ
ェ
ス
ト
は
果
て
し
な
く
続
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 

 

〔
二
〇
一
八
年
十
月
記 

原
稿
用
紙
約
五
枚 

課
題
「
空
」 

初
稿 

二
〇
一
三
年
八
月
〕 

  

  



 3 / 3 

 

 
 
 

                                    


